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透明電極材料の電子状態の
解明と材料スクリーニング

軽元素ドープされた
鉄系超伝導体の構造と物性

アンモニア新触媒の機能
発現機構の解明

2次元エレクトライドの
特異な電子状態の解明

測定手法とビームライン

BL-8A/8B

X線回折法

BL-9A/9C, NW10A

X線吸収分光法

BL-2A 

光電子分光法

研究成果

 鉄系超伝導体：①圧力下,転移温度 Tc上昇機構

 アモルファス酸化物半導体：蛍光体の開発

1. K. Nogami et al., Applied Physics Express 6, 105502 (2013).

2. E. Sakai et al., Applied Physics Letters 104, 171609 (2014).

3. T. Inoue et al., JJAP 53, 06JG03 (2014).

②第2の反強磁性相の秩序構造のゆらぎを観測

Y2C
 バンド計算による予測

KEK-PF BL-2A 

MUSASHI

K. Horiba et al., in preparation.

電子状態計算

K. Kobayashi et al., in preparation.
高圧下精密結晶構造解析
⇒LaFeAsO0.72H0.18におけるTc上昇

(Takahashi et al.)：
18 K (0 GPa) → 52 K (6 GPa) の起源

As原子が電荷供給層へ近接
→ Fe-Fe間hopping支配の可能性

(Kuroki et al.)

→ Sm原子の置換 (常圧)、La原子の
高圧下の結果を説明可能

⇒従来の経験則の物理的背景を解明する
手がかり

 IGZOの蛍光体への応用 ⇒ IGZO中のEuイオン（蛍光中心）の評価

J. Kim et al., AIP Advances, (2016) 015106 .

4f準位の位置Euの価数

X線吸収分光 共鳴光電子分光

高性能蛍光体
の開発へ

Eu-doped amorphous In-Ga-Zn-O films

EXAFS振動の解析⇒ AF2新母相の強誘電的金属性、超伝導との関連
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 Fourier filtered EXAFS振動

ビート=2種類の位相=低温相に
対応する2種類のFe-As間距離

ビート

S. Maki et al., in preparation.
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AF2相に対応する局所構造歪み@高温域 → 強誘電金属の揺らぎを示唆
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 磁気モーメント

ρ(T)∝ Tρ(T)∝ T2  輸送特性

 磁気秩序パターン

 酸化物量子井戸構造：低次元電子状態の設計
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M. Kobayashi et al., PRL (2015) 076801.

サブバンドに依存した有効質量増大軌道選択的量子化
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軌道選択的量子化を用いた
擬１次元電子状態の制御
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新サンプルホルダーの開発 (XAFS)

Electron Band

Hole Band

Zhang et al. (2008)
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T <TSで
Fe-Fe間σ2増加

LaFeAsO

T ~ Tsに異常

 円盤状の石英板に摺り加工し試料を固定
 蛍光収量 in situ cell：低担持量触媒試料の測定
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透過法用試料
透過法◎
蛍光法×
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放射光ARPESによる直接観測 2次元エレクトライド状態の
コンセプトを実験的に証明

蛍光法◎
新試料ホルダ

透過法用試料は蛍光法用試料
よりも濃度が高く、蛍光法では
正確な測定ができない

新試料ホルダを用い、蛍光法により透過法と同等の
正確なデータが得られる


